



I Thought of the Causative in Hospital
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2012.03.22 行ければ  可能  可能動詞 行ける 
2012.03.23 考えさせて  使役   ～させる 
来れる？  可能  ら抜き 
2012.03.28 見れなかった  可能否定 可能打消し 
やらせる  使役  ～せる 









 ついでなんで、やりもらいも確認してみた。以下の 2つの型しか出てこなかった。 
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20120321 おしえてくれたら ～てくれる 

































話す 話せば  話そう 
食べる 食べれば 食べよう 







hasasu hanaseba  hanasoo 





hasas-u hanas-eba hanas-oo 







hasas-ru hasas-reba hasas-yoo 






  hasas-ru hasas-reba hasas-yoo 




 前置きが長くなったが、先ほど「動詞語幹に対して、受身には-rare を、可能には-re をつ
けた」と書いた。これをこの規則に従って示してみる。 
 
 hasas-rare-ru  hanas-re-ru 
  tabe-rare-ru  tabe-re-ru 
 
結果として、受身形として「話される」「食べられる」、可能形として「話せる」「食べれる」
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（2013年 4月 26日執筆 「福盛貴弘の脳炎日記」1所収） 
 
「脳と文法と使役」後日談 
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3 高次脳機能障害については、人によってさまざまな症状があるため、これはあくまで私個人がそうであっ
たとお断りしておく。 
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それも確認するのがまだ怖い。もう少し年月が経ってから、改めて見直すことにする。 
（書き下ろし） 
 
おわりに 
 いろいろ書き散らかしてきたものを、筋道立ててまとめるわけではなく、そのまま掲載し
た。陽の目を見ぬまま手元に原稿が眠ってしまうぐらいならと思い、この雑誌を借りて一部
を公刊するにいたった。この場を与えてくれた編集委員会には心より感謝する。 
それもこれも、もともとは某出版社が入院時に記録したノートをもとにしたエッセイ本を
出してくれる予定だったのだが、ぎりぎりで話をひっくりかえしてきた。平気で約束をひっ
くり返す状況には憤りを感じるが、それも出版不況のせいなんだろうと達観することにした。
今なお、出版してくれる奇特な出版社を探している。紙にはこだわっておらず、電子書籍で
もかまわない。ことば以外のさまざまなネタがあるので、読者層はかなり広い範囲になる。
大病の闘病記に感動するのは否定しない。しかしそうではなく、大病に至らず回復した話に
は病人同士だけでなく病人以外でも「あるある」といえる話はたくさんある。病気を笑いと
ばすというのも一興である。 
こういった内容に興味があればご紹介いただきたい。ぜひともお願い申し上げる。 
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